
（様式）

達成度

評価対象 評 価 項 目 具体的数値項目
自己

評価

外部アン

ケート等
総合

①学校公開を年間４日実施し、来校者
の90％以上が満足している。

教務企
画

・学校公開を７月と1０月に２日間ずつ設定し、授業の様子や学習
の成果を紹介する。
・学校公開は、保護者及び実習先等関係者、本校を志望する中学
生とその保護者にも案内し、本校の様子を広く知ってもらう機会と
する。

Ａ Ａ Ａ

７月の学校公開には２日間で９７名、１０月の学校公開には２日間で１３２名
に来校していただいた。１０月は中学生にも公開したことで、「知りたい」と
思う本校の学習活動の様子を知っていただくことができた。生徒の真剣に
作業学習に取り組む様子を広く知っていただく貴重な機会となった。

新たな取組をしている前向きな学校であるというこ
と。新しいことに取り組むということは、とても勇気のい
ることである。その姿勢は素晴らしく、ぜひ継続してい
ほしいと考えている。

生徒の学習活動を妨げないように配慮しつつも、より広くの方に
本校の様子を知っていただくため、学校公開の開催時期と来て
いただく方の対象を検討する。

②Webページや学校からのたより等で
情報発信を行い、保護者の90％以上
が満足している。

情報管理

・Webページや学年通信等で生徒の学習活動を紹介する。その
際、生徒の様子を的確に伝えられるよう、生徒の活動写真を多く掲
載する。
・Webページにおける活動紹介について、学年通信等で保護者に
周知する。

Ａ Ａ Ａ

１００％の保護者から、本校のＷｅｂページや学校からのたより等の情報発
信が、学校の様子を知る上で有用であったとの評価を得た。情報管理担当
者が、学校行事のみならず学年の活動や授業の様子を随時Ｗｅｂページに
写真を中心に掲載したためと考える。

先生方が黒子に徹して生徒が主役になっていた。和
やかで、あたたかみがあり、生徒を思う支援の積み重
ねが感じられた。Webページの充実は、保護者の立
場として実感している。なかなか頻繁に学校へ来るこ
とができない中、授業や行事の様子を学校HPで確
認できることは非常にありがたい。今後ともよろしくお
願いしたい。

今後も日本語を母語としない保護者や地域の方も理解できるよ
う、写真等を多用した情報発信を心がける。また本校の最新情
報が発信できるよう、組織的に取り組む。

③「個別の教育支援計画」について、保
護者の90%以上が内容に満足してい
る。

学習指
導

・保護者面談及びケース会議等において、「個別の教育支援計
画」の内容について丁寧に説明し、合意形成を図る。

A A A

７５％の保護者から個別の支援計画について満足しているとの評価を得
た。教育相談や保護者面談などを通して、本人や保護者のニーズを把握
し、「個別の教育支援計画」に生かすことができた。個別面談で確認を行う
ことで、内容についてさらに共通理解を図るよう努めたい。

保護者面談を通して、本人や保護者の希望や要望を把握し、各
欄について、空欄が無いように作成する。入力済みの内容であっ
てもその都度確認し、加筆修正をする。卒後の一般企業や福祉
施設に対して提出するため、３年次の７月の保護者会を通して、
具体的に書いてもらうよう丁寧に説明する。

④交流及び共同学習について、年１回
以上実施し、保護者や関係機関の90％
以上が満足している。

交流教
育

・学校間や地域の方々との交流を実施し、活動の様子をWebペー
ジや学年通信、保護者会、学校評議員会等で知らせる。

A A A

熱中症対策を講じた上で、地域の方や地域の高等学校と、スマイルボーリ
ングやボッチャのゲーム、パン作りを通して、交流活動を行うことができた。
一緒にゲーム等を行う中で、コミュニケーションを取ることができていた。
キャリアパスポートや学年だより、ホームページを通して、保護者に活動の様
子を周知した。

交流活動を行う時期について、先方の都合と熱中症等対策を考
慮して日程調整を行っていく。また、参加対象学年については、学
校行事との兼ね合い配慮し、無理のない範囲で参加できるよう
にしていく。

⑤地域の高等学校等の求めに応じて相
談・支援等を100％実施する。

ｺｰﾃﾞｨ
ﾈｰﾀｰ

・相談依頼内容に応じて日程調整を速やかに行う。
・各高等学校のニーズに沿ったアドバイスができるように、学校風
土なども理解しながら柔軟な姿勢で相談に当たり、実践可能な支
援方法をアドバイスする。

A Ａ Ａ

要請に対して速やかに授業観察等を行い、助言をすることができた。また、
深刻ではないケースの相談はメールで受け付けて助言することができ、より
スピーディーな対応をすることができた。助言内容を精選し、多くならないよ
うにすることで、すぐに支援を実践してもらえるよう努めた。

「訪問相談の記録」や「個別の指導計画」が該当高等学校の関
係者に十分に共有されていない課題があるため、高等学校の特
別支援教育コーディネーターに理解を求めるとともに、書式を工
夫する必要がある。

⑥学校参観日・相談日を中心に本校へ
の来校者を積極的に受け入れ、来校者
の90％以上が満足している。

ｺｰﾃﾞｨ
ﾈｰﾀｰ

・地域の中学校・特別支援学校に対して、参観日や相談日の開催
について通知する。
・特に中学３年生とその保護者においては、開催日以外にも、必要
に応じて相談日を臨時に設け、ていねいに対応する。 Ａ Ａ Ａ

学校参観日への参加者数はのべ２６６人であった。相談日への相談者数
は、３８人であった。来校者の９６％以上が満足していると回答した。今年度
は、実施日に応じて申込み期間を設けたことで、必要とする中学生が申込
みしやすい形となった。相談日の対象を、「参観日に参加した中学３年生」
に限定したことで、個別相談を必要とする中学３年生が予定日に申し込む
ことができ、有意義な相談日となった。

次年度も、実施日や内容、方法について検討し、本校の情報を必
要とする中学生に、効率よく提供できるよう、精選していきたい。
また、実施情報は、地域の中学校・特別支援学校に通知するとと
もに、本校Webページに掲載することで、公平性を保ちたい。

⑦「個別の指導計画」の内容について
保護者の90％以上が満足している。

学習指
導

・保護者面談等で「個別の指導計画」における具体的な目標や手
立て等について話し合い、共通理解を図る。

A A A

７２％の保護者が個別の指導計画に満足しているとの評価を得た。前々年
度から「保護者押印欄」を設けてファイルでやり取りするように変更したが、
そのシステムも定着している。面談などで保護者と話し合い、本人や保護者
のニーズを把握するよう努めたい。

先生方が生徒達の実態把握を確実に行い適切な指
導支援を組織的に展開している。次年度への引き継
ぎもきちんとしていただき、引き続き素晴らしい指導を
実現していただきたい。

職員会議や研修等において、作成の意義や作成方法について、
記入例や参考例を提示しながら職員の共通理解を図る。個別面
談を実施し、保護者の要望をくみ取りながら作成する。卒業後の
生活を意識した目標設定や支援方法を策定する。

⑧運営委員会、職員会議、学年会等に
おいて生徒の情報交換を毎回実施し、
生徒の些細な変化に対しても全職員で
情報共有をしている。

生活指
導

・いじめの早期発見・早期対応や自殺防止の観点から、職員一人
一人の情報収集力、情報発信力を高め、情報を有効に活用してい
くための校内研修等を充実させる。 A A A

普段から教職員同士のコミュニケーションの中で生徒の様子やちょっとし
た違和感を話題にすることで、些細な変化にも気づくことができた。また、知
りえた情報を抱え込まず、教職員間で情報共有し、組織的な対応をするこ
とができた。

生徒達に対して非常にきめ細かい指導支援が展開
されていることが分かった。産業科の生徒が普通科
の車いすの生徒をサポートしている姿にも感動した。

会議等における生徒の情報共有だけでなく、教職員の同僚性を
維持し、生徒理解に努めてきた今年度の取組を継続し、さらなる
強化に努める。

⑨生活習慣の定着を図るための家庭と
学校が連携した取組に保護者の80％
以上が満足している。

生活指
導

・「あたりまえだけどこの十ヵ条」を活用し、月初めに月別重点項目
を配布し、保護者へ周知をする。またSNSを安全に扱うための情
報モラル講習会やいじめ防止フォーラムの情報等を保護者に伝
え、共通理解を図る。

A A A

その月の行事に関わる重要項目を毎月配布することで保護者へしっかり伝
えることができた。９６％という数字は保護者の関心と学校の情報提供が嚙
み合った事例であると考える。

「あたりまえだけどこの十ヵ条」を活用して、生活習慣の定着を図
るために、その月の重点目標の設定理由も伝える。振り返る機会
を設け、さらなる充実を図る。

⑩学校いじめ防止基本方針等に基づ
いた本校の取組に対して、保護者の
90％以上が満足している。

生活指
導

・本校のいじめ防止対策の取組を周知するために、保護者に取組
みを配付し、ホームページに掲載する。また、いじめ防止等の取組
アンケートを実施し、保護者からの率直な意見を反映し、より一層
のいじめ防止に努める。

A A A

日頃からの教員間の情報共有や臨時・定例いじめ会議、人権週間の設置
の他、いじめに対しては徹底的に対応するという姿勢をアンケートの実施や
いじめ対応の取組をHPに掲載していることが評価された。

第１回の時に生徒指導のことで意見を述べた件につ
いて、すぐに改善して頂いており素晴らしい。

いじめには毅然とした態度で臨む姿勢を維持し、些細なことでも
早期に組織的に対応する。アンケートの実施や下校指導等で生
徒の内面の変化を見逃さないよう注視していく。

５　指導内容の確実な
定着を図る授業が行わ
れていますか。

⑪授業改善のため、校内研修を年間７
回以上、研究授業・授業研究会を年間
２回以上実施している。

研修推
進

・研修係が中心となり、職員にとって有意義な校内研修になるよう
計画・実施する。
・一人２回以上他の教諭の授業を参観し、参観後は、授業者と意
見交換をする。 Ａ Ａ

９３％の教諭が他の教諭の授業を２回以上参観し、授業改善を図ることが
できた。夏季研修では施設見学に多くの教職員が参加し、生徒の進路選
択に役立つ研修を行うことができた。今年度も外部講師を招き、「不登校
生徒への対応」「てんかんへの対応」について研修することできた。専門家
から学ぶことは多く、日々の支援方法を見直す有意義な時間となった。

本校職員の自己研鑽につながるような校内研修等を計画・実施
し、その成果が、生徒理解や授業実践に生かされるようにしてい
く。

⑫生徒一人一人の健康上の配慮や対
応について、保護者の90％以上が満足
している。

保健指
導

・毎日の健康観察及び衛生検査を実施して、生徒の健康状態の把
握と管理、生活習慣の確立に努める。特に学校生活で配慮が必要
な生徒は、医師の指導に基づき、保護者と連携して適切な健康管
理に努める。

A A A

９８％の職員が生徒の健康上の配慮について保護者と共通理解をもって
対応することができた。また、９７％の保護者から、学校は生徒一人一人の
健康上の配慮や対応を適切に行っていると評価を得た。

今後も医療機関や家庭と連携し、生徒が持つ基礎疾患等の管
理に努めるとともに、流行性の感染症等については、常に流行状
況や具体的対応、処置方法等の情報を提供、共有し、家庭との
連携を図りながら、生徒の健康や体調の管理に努めたい。

⑬健康診断時に疾病疑いがあり、受診
を勧められた生徒に関して、保護者及
び担任に、受診率（治療率）及び個別
の受診状況を年３回以上報告し、保護
者面談等で受診を勧めている。

保健指
導

・疾病疑いのある生徒（受診勧告者）に、結果受理後速やかにそ
の結果を通知する。
・疾病を持つあるいは疾病疑いのある生徒（受診勧告者）の受診
状況等を把握し、保護者及び担任に、「ほけんだより」や「学年だよ
り」　を活用し、受診率等を報告する。また、保護者面談等の機会
に、受診や治療を個別に勧める。

A A A

９１％の職員が「受診のすすめ」が通知された生徒について受診状況を把
握し、保護者面談を通して受診を勧める等、保護者から協力を得られるよう
努めることができた。受診率は６２％であった。

職員の把握・働きかけを継続し、実際の受診率向上（結果）に結
びつけたい。特に未受診率が高い項目（視力・歯科等）につい
て、重点的な受診勧奨を行い、前年度の受診率を５％上回ること
を目指したい。

⑭危機管理マニュアルをもとに、緊急時
の対応策（避難訓練）を年３回以上実
施している。

安全対
策

・危機管理マニュアルの見直し、改善を図るとともに、避難訓練や
職員研修の実施を年間計画の中に明確に位置付ける。

A A A

１００％の職員が危機管理に関する研修や訓練に積極的に参加し、緊急時
の具体的な対応について十分理解していると回答をした。
「地震避難訓練」（生徒の保護者への引き渡し訓練）「火災総合避難訓
練」「緊急搬送訓練」を実施し、反省点、改善点等を職員で共有し、マニュ
アルの見直しを行った。

避難訓練の実施にあたっては、訓練の内容や方法を一部変更す
るなどマンネリ化を防ぐとともに、実際の状況に即した訓練とな
るよう工夫を重ねたい。また、ブラインド訓練（抜き打ち）や、多様
な時間帯・場面設定（休み時間等）を取り入れ、応用力を強化し
ても良いかなと考える。

⑮危機管理に関する職員研修を年３回
以上実施している。

安全対
策

・普通救命講習（AEDの扱いを含む）や不審者対応等の職員研修
を関係機関と連携、協力して行う。
・危険箇所や危険状況が確認された際には、初期対応を直ちに行
う。

A A A

救命講習（日本赤十字社と連携）、緊急時対応訓練（通報搬送訓練）、不
審者侵入時対応訓練（太田警察署と連携）を実施した。また、１００％の職
員が毎月の安全点検を的確に実施し、危険個所の報告など初期対応を直
ちに行うことができた。

今後も関係諸機関との連携を図り、危機管理に関する職員研修
の実施と充実に努め、生徒の安全確保及び迅速な緊急対応が
図れるようにしたい。

８　キャリア教育の視点
から、指導内容を整理し
て系統的な指導を行っ
ていますか。

⑯進路学習について、進路講演会等を
年５回以上実施し、保護者の90％以上
が満足している。

進路対
策

・進路講演会や生徒が体験的活動ができる機会を、年５回以上実
施する。
・学年主任会議で学年間の情報交換を適切に行う。 Ａ Ａ Ａ

各種体験的な研修や進路講演会などの内容を工夫し、充実することを心
がけた。

各種体験的な研修や進路講演会等において、生徒や保護者の
ニーズに合った内容にし、実施時期においても、指導段階に合っ
た時期を検討する。

９　保護者、関係機関と
の連携のもとに発達段
階に応じた進路指導を
行っていますか。

⑰進路先や関係機関との連携につい
て、保護者の90％以上が満足している。

進路対
策

・支援協議会に進路指導主事が出席し、地域の障害福祉サービス
事業所等と情報交換ができるようにする。関係機関との連携を深
め、電話や電子メール、ファックス等にて情報収集に努める。
・ハローワーク、労働政策課、障害者就業･生活支援センター（わー
くさぽーと）と共催で企業向けの学校見学会を実施する。

Ａ Ａ Ａ

地域の支援協議会が行事が多く開催され、情報交換および収集する良い
機会となった。より各関係機関との連携を深め、新規事業の情報発信に努
めた。

各関係機関との連携を深め、情報交換や収集に努め発信し、保
護者への啓発を図る。企業や事業所への訪問を行い、障がい者
雇用への理解や啓発を行う。

群 馬 県 立 太 田 高 等 特 別 支 援 学 校 学 校 評 価 一 覧 表 （ 令 和 ７ 年 度 版 ）

方　　　　策

Ⅱ  地域の
特別支援に
関するセン
ター的な役
割を果たし
ていますか。

Ⅳ  健康や
安全の確保
に努めてい
ますか。

Ⅲ  幼児児
童生徒一人
一人の実態
に応じた適
切な指導を
しています
か。

１  保護者、地域、関係
機関に学校の教育活動
について、具体的に伝え
ていますか。

２　保護者、地域、関係
機関との共通理解が深
まり、有効な支援が行わ
れていますか。

３　障害のある幼児児童
生徒の教育について、
助言援助に努めていま
すか。

４　個に応じたきめ細か
な指導を行っています
か。

６　健康に関する配慮や
対応を適切に行ってい
ますか。

７　危機管理体制が確
立され、緊急時への備
えができていますか。

達成状況の分析 学校関係者評価 次年度の課題

Ⅴ  将来の
生き方に結
びつく進路
指導を行っ
ていますか。

羅
針 関係する

分掌

Ⅰ　幼児児
童生徒の地
域における
豊かな生活
の実現に向
けて努めて
いますか。

点検・評価


